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１．はじめに
　明治初期の中国語教育は、頴川重寛たちによって進められ、唐通事時代の南京官話が教育されたと
される。従来の研究は次の（あ）～（え）のようになっている。
　（あ）何盛三（1935）：漢語學所の教師わ唐通事出身者を主とした數人で、（主任頴川重寛筆者注：下略）
生徒わ主として唐通事の子弟が官費生として、省内の長屋に住んで居た。（筆者注：中略）
無論當時の支那語わ唐通事時代の南京官話であつた。（筆者注：下線は筆者、以下同様）
　（い）安藤彦太郎（1958）：明治のはじめころ，しばらくのあいだ，中国語の研究・教授は，幕
末からひきつづいて，「唐通事」によっておこなわれた。（筆者注：中略）このころの発音
は，長崎伝来の南京官話で，北京音ではなかった。
　（う）六角恒広（1988）：徳川の藩幕体制が崩潰し明治の新しい時代となり、中国語教育がおこ
なわれることとなったのは、明治四年（一八七一）二月に外務省が開設した漢語学所を以
て嚆矢とする。この明治の初期には南京語が教育され、漢語と呼ばれた。（筆者注：中略）
漢語学所の教師は、旧幕時代の長崎唐通事を招聘した。（筆者注：中略）南京語は下江方
言に属し、官話系方言の一つである。
　（え）中嶋幹起（1999）：明治の初期、東京外国語学校が開学したとき、漢語学科の教授陣は、
長崎から迎えた頴川重寛を筆頭にした唐通事からなり、生徒の多くも長崎出身の通事の後
裔たちが占めていた。（筆者注：中略）江戸時代の唐話教育を継承しそのまま南京官話が
教えられた。　
　しかも、上述の説は最近の研究、例えば、王順洪（2003）・邵艶（2005）・張美蘭（2007）などでし
ばしば引用されていて、通説のようになっている。
　上述の諸先学は歴史学の史料によってなされたものが多く、大変興味い。然しながら、語学的に解
釈してみれば必ずしもそうとは限らない可能性がある。したがって、本稿は頴川重寛の中国語音を記
録した語学資料に直接あたって頴川重寛の教授した中国語音をアプローチしていきたい。
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２．『大清文典』とは
　『大清文典』は金谷昭によって訓点された中国語文法書である。明治10年（1877）青山清吉によっ
て出版された。
　『大清文典』は国立国会図書館・関西大学図書館・九州大学附属図書館などに所蔵される。本稿は
国立国会図書館近代デジタルライブラリーに公開される蔵本を利用して考察を進めることとする。本
書は、表紙・扉・奥付あり、「原序」２丁・「例言」１丁・「目録」１丁・「本文」53丁・「漢英對譯緊
要語」２丁からなっている。
　「例言」には
近‐日坊‐間ニ於テ、舶‐来‐本漢‐土文‐法‐書ヲ得タリ、其書ヲ文學‐書‐官‐話（Mandarin 
Grammar）ト曰フ、音‐論字‐論、句‐法文‐法ヨリ、話‐説ノ用‐法ニ至ルマテ、章‐解句
‐析、逐‐一備‐論、遺ス所無シ、蓋シ彼ノ國文‐法之説、實ニ是ノ書ヲ以テ、嚆‐矢ト為ス矣、
此ノ法ニ従テ百‐般ノ文‐章ヲ論‐釋分‐解スレバ、修‐辭論‐理之道、亦以テ立ツ可キ也、其
文學ニ益アル、豈淺‐尠ナラン哉、因テ之ヲ重‐刊シテ、大‐清‐文‐典ト改‐稱シ、以テ同‐
學之士ニ授クト云フ（筆者注：書き下し文は筆者、ルビは省略した。）
とある。これによって『大清文典』は『文学書官話』（Mandarin Grammar）（筆者注：以下『文学書
官話』と略称）の訓訳本であることが分かった。
　実藤恵秀（1943）・鳥井克之（1981）・舒志田（1998）では、『大清文典』のほか大槻文彦『支那文典』
も『文学書官話』の和刻本とされている。
　『文学書官話』について詳しくは舒志田（1998）を参考にされたい。その書誌的な事柄や編纂者の
情報などについて舒志田（1998）は次のように述べている。
　〔書誌的な事柄〕
アメリカ人の宣教師高第丕（Crawford. Tarlton P.）と中国登州府人の張儒珍との共著である『文
学書官話』は同治八年（一八六九）に出版されたもので、中国語で書かれた最初の中国語口語文
法書である。
　〔編纂者の情報〕
張儒珍なる人物については未詳である。高第丕については、MEMORIALS OF PROTESTANT 
MISSIONARIES TO THE CHINESEなどの記述によると、彼はアメリカのバプテスト会（Board 
of Foreign Missions of the Southern Baptist Convention in the United States）の宣教師で、同
教会から中国に派遣され、一八五二年三月二八日に、妻と一緒に上海に到着した。布教に従事し
ていたが、病気のため、一八五八年八月に帰国した。一八六◯年に再び上海に戻り、間もなく北
上し、山東省登州などで伝道し、一八九二年にバプテスト福音伝道会を組織した。後に、泰安に
移り、義和団事件のため一九◯◯年に帰国した。一九◯二年四月七日に没した。主な著書として、
『讃神詩』（一八五五）、『上海土音字写法』（同）、『佳客問答』（一八五八）などがある。本書は彼
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が山東登州に居た間に書いたものと思われる。
　これによって、『文学書官話』は中国語で書かれた最初の中国語口語文法書であり、編纂者の高第
丕はアメリカ人の宣教師で30年ほど山東省登州府で布教活動をしていたことがわかった。
３．『大清文典』の中国語カナ表記
　１節で触れたように、明治初期の中国語教育は頴川重寛たちによって進められたのである。頴川重
寛（1831―1891）という人物は代々長崎唐通事の家系の出身であり、漢語学所（後身は東京外国語学
校）の督長兼教頭である（詳しくは頴川君平1897・宮田安1979・六角恒広1999を参考にされたい）。
次に、頴川重寛の中国語音を記録したものを検討していきたい。
　『大清文典』の「例言」には、
唐‐音及俗‐語ノ解シ難キ者、重‐寛頴‐川‐君之一‐讀ヲ經、而音‐義ヲ施ス焉
唐‐音ニ二‐種有リ、一ヲ南‐音ト曰ヒ、一ヲ北‐音ト曰フ、今施ス所、一ニ南‐音ニ従ヲ
ママ
（筆
者注：書き下し文は筆者）
とある。これによって、頴川重寛の中国語音は『大清文典』に記録していたことがわかった。
　詳しくは、「 気キイ」・「 意イー」・「該カイ」のように、漢字の右側にカタカナを付けて中国語
の発音を表記するものである。本稿では、これら中国語の発音を表すカタカナを「中国語カナ表記」
と称し、研究対象とする。数は155例である。
　なお、「 気キイ」・「 意イー」のように、漢字の左側に特殊な記号を付けていることもある。こ
れらは原本『文学書官話』の記号である。郭紅（2009）によると、これらの記号は『配音書』（高第丕、
1872）にも利用され、当時の山東省登州府（現蓬萊市）の方言を記していたという。
　「気キイ」の左側の「 」は「気」の声母［ʨ‘］、「意イー」の左側の「 」は「意」の韻母［i］を
表記しているらしい。
　因みに、李海英（2013）は、原本『文学書官話』に記された音系は当時の山東省登州府（現蓬萊市）
の方言であるとも指摘している。
４．先行研究
　『大清文典』について、石崎又造（1940）・実藤恵秀（1943）・六角恒広（1994）・舒志田（1998）・
李海英（2013）などの研究がある。
　石崎又造（1940）は『大清文典』の書誌的な情報を「附録二　近世俗語俗文學書目年表」の「明治
時代」の項目に掲載している。
　実藤恵秀（1943）は『支那文典』と『大清文典』との比較を書誌学的に研究し、記録された音系に
ついて次のように述べる。
發音は金谷は頴川重寛の指導をうけて、南方音によつたといひ、大槻は北方官話によつたといつ
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てゐます、
　六角恒広（1994）は『支那文典』を解題する際に、『大清文典』に触れた。中国語カナ表記につい
て次のように述べている。
金谷版では「今所施，一従南音」としている。そして音については「唐音及俗語難解者，経重寛
頴川君之一読，而施音義焉」としている。つまり当時の外国語学校（旧外語）の教師頴川重寛が
音を施したことになっている。
　舒志田（1998）は『支那文典』と『大清文典』を例として挙げながら『文学書官話』の成立及び日
本への流布を検討している。『大清文典』の中国語カナ表記について次のように述べている。
但し、中国語の発音は金谷は頴川重寛の指導を受けて南方音に従っているのに対して、大槻は文
部省に仕えていることもあって、北方官話に拠っている。
　上に述べたように、実藤恵秀（1943）・六角恒広（1994）・舒志田（1998）は『大清文典』の中国語
カナ表記についても触れている。特に、実藤恵秀（1943）と舒志田（1998）は、『大清文典』の中国
語カナ表記が「南方音」に従ったと指摘している。しかし残念ながら、その「南方音」は具体的に何
の方音であるかについて言及されていない。
５．長崎唐通事の中国語方音
　江戸中期の岡島冠山を筆頭とする近世訳官系唐音資料は長崎唐通事の中国語音の実態を反映してい
る。近世訳官系唐音資料は主として『唐話辞書類集』に収録される。その性格と重層性について、有
坂秀世（1938）・高松政雄（1985）・岡島昭浩（1992）等の諸先学が詳しい。
　有坂秀世（1938）は全濁声母の清音化するか否かによって近世訳官系唐音資料を「官話」類と「杭
州語」類に大きく分けている。「官話」類には『唐訳便覧』・『唐音雅俗類』・『唐語便用』など、「杭州
語」類には『唐音和解』・『唐話纂要』・『唐音孝経』・『唐詩選唐音』・『南山俗語考』などが挙げられる。
　高松政雄（1985）は主として『四書唐音弁』に記録した「南京音」と「浙江音」に基づき、その両
音系の異同を声母・韻母ごとに分析している。
　岡島昭浩（1992）は文雄『三音正譌』や有坂秀世（1938）の指摘などに基づき、「濁音が清音とな
る官音（南京音）」と「濁音を持つ杭州音（浙江音・俗語）」に大きく分けている。
　それらによって、近世訳官系唐音資料は南京官話系資料と杭州音系資料に大きく分かれていること
がわかった。
　それ以外に、『麁幼略記』は「右ハ南京音　左ハ福州音」とあるように、「南京音」と「福州音」を
併記していて、注目に値する。
　なお、篠崎東海『朝野雑記』の「長崎通事唐話会」に、享保元年（1716）11月22日「福州話」・「漳
州話」・「南京話」による会話会が記録される。
　上述のように、近世訳官系唐音資料は南京官話系資料・杭州音系資料・福州音系資料・漳州音系資
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料の４種類分けられる。
６．『大清文典』と近世訳官系唐音資料の比較
　５節で述べたように、長崎唐通事の中国語を反映する資料は近世訳官系唐音資料である。近世訳官
系唐音資料は南京官話系資料・杭州音系資料・福州音系資料・漳州音系資料の4種類があった。いず
れも「南音」であり、「例言」の「今施ス所、一ニ南‐音ニ従ヲ
ママ
」と一致している。そこで、頴川重
寛の中国語音を記録した『大清文典』の中国語カナ表記はその４種類のどれに一致するか、一文字ず
つ比較したい。　
　比較の仕方はこの155例を中古音系の枠組みに投影し、４種類12本の資料と比較するものである。
比較する際に、できるだけ同じ文字を用例として取るが、同じ文字の用例のない場合に同小韻、同音
他字（声調を無視する同小韻）を利用した。調査する資料は系統ごとに、次のようになっている。
　　 （Ⅰ）杭州音系：
　　　　『唐話纂要』（『唐話辞書類集』6）　　　『唐話為文箋』（『唐話辞書類集』2）
　　　　『忠義水滸伝解』（『唐話辞書類集』3）『四書唐音弁』の「浙江音」（関西大学図書館蔵本）
　　 （Ⅱ）南京官話系：
　　　　『唐音雅俗類』（『唐話辞書類集』6）　　『唐語（話）便用』（『唐話辞書類集』7）
　　　　『唐訳便覧』（『唐話辞書類集』7）　　『四書唐音弁』の「南京音」（関西大学図書館蔵本）
　　　　『麁幼略記』の「南京音」（『唐話辞書類集』16）
　　 （Ⅲ）福州音系：
　　　　『麁幼略記』の「福州音」（『唐話辞書類集』16）　
　　　　「長崎通事唐話会」の「福州音」（篠崎東海『朝野雑記』）
　　 （Ⅳ）漳州音系：
　　　　「長崎通事唐話会」の「漳州音」（篠崎東海『朝野雑記』）
　以上の資料と『大清文典』を次の（ⅰ）～（ⅵ）のように対比した。
　 （ⅰ）『大清文典』の155例に通し番号を付けて中古音系の枠組みに投影する。縦には「摂―韻
母―声母」という順で用例を並べているが、横には「杭州音系―南京官話系―福州音系―
漳州音系」という順で資料を並べている。用例の各摂と資料の各系統は二重線で分けてい
る。
　 （ⅱ）中古音の分類は、特に断らない限り藩悟雲「中古音査詢」（http://www.eastling.org/
tdfweb/midage.aspx）によるが、『寛永五年板韻鏡』・『広韻校本』やB. Karlgren（1915～
1926）・王力（1980）・唐作藩（2002）・胡安順（2003）・楊劍橋（2005）などによって適宜
改訂も行なった。
　 （ⅲ）分類の際に、声母は中国語音韻学の伝統的「三十六字母」に揃えた。例えば、「移」は『広
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韻』の体系によって「以母」であるが、「喩四」に揃えた。また、平上去各声に相配する
韻を一括して平声韻名で韻目名または韻母名を表している。例えば、「孔」の韻目名は「董
韻」であるが、ここで「東韻」（韻目）または「東開一」（韻母）とまとめた。
　 （ⅳ）資料の書名は略称で記入した。例えば、杭州音系資料の「纂要」は『唐話纂要』、「文箋」
は『唐話為文箋』、「忠義」は『忠義水滸伝解』、「四書（浙）」は『四書唐音弁』の「浙江音」
を指している。
　 （ⅴ）「同じ文字―同小韻―同音他字」という順で、４種類12本の近世訳官系唐音資料を調べて
当てはまる用例を取る。例えば、通摂１等東韻開口見母字「２工」は杭州音系資料の『唐
話纂要』・『忠義水滸伝解』・『四書唐音弁』の「浙江音」、南京官話系資料の『唐音雅俗類』・
『唐語便用』・『唐訳便覧』・『四書唐音弁』の「南京音」に同じ文字「工」があるが、杭州
音系資料の『唐話為文箋』には同じ文字を見つけられなかったので、同小韻「攻」を用例
として利用した。南京官話系資料の『麁幼略記』の「南京音」と福州音系資料・漳州音系
資料では当てはまる用例はなかったので、空欄のままにしておいた。
　 （ⅵ）こうしてできたのが後掲〔表１〕「分紐分韻表」である。〔表１〕「分紐分韻表」及びそれ
に基づく後節の解釈は、韻目ではなく韻母に着眼するものである。例えば、「孔」は通摂
１等上声董韻開口溪母字（韻目名）と解釈せず、通摂１等東韻開口溪母字（韻母名）と解
釈している。また、中古音の音価は原則として王力（1980）に基づく。なお、『大清文典』
と杭州音系資料との類似点をゴチックにし、次の８節で述べる。
７．福州音系資料・漳州音系資料との相違点
7.1．知母・徹母・澄母字の発音［t］・［t‘］
　〔表１〕のような比較では、『大清文典』と福州音系資料・漳州音系資料との間に、大きな相違が１
つ見出される。
　通摂３等東韻開口知母字「６中」・効摂３等宵韻Ｂ類開口澄母字「90兆」・仮摂２等麻韻開口澄母字
「103茶」・梗摂２等陌韻開口澄母字「125宅」は、舌上音知母・澄母の用例である。
　「６中」は、『大清文典』に「チヨン」、福州音系資料の『麁幼略記』の「福州音」に「テヨン」で
表記される。これは、即ち、「６中」の声母・知母は『大清文典』に破擦音「チ」で表記されている
のに対して福州音系資料の『麁幼略記』の「福州音」には破裂音「テ」で記される。「90兆」・「103茶」・
「125宅」も同じように考えられる。
　福州音系資料が知母・澄母を破擦音ではなく破裂音で表記することは、「知母・徹母・澄母字の発
音［t］・［t‘］」であったことを物語っているのではないかと思われる。「知母・徹母・澄母字の発音［t］・
［t‘］」というのは、舌上音知母［ȶ］・徹母［ȶ‘］・澄母［ȡ］は舌頭音端母［t］・透母［t‘］のように発
音するということであり、福州音の特徴の一つである。そのため、福州音系資料はタ行破裂音「タ音」・
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「テ音」で舌上音知母［ȶ］・澄母［ȡ］を表記したわけである。
　それで、こういう特徴から見れば『大清文典』は福州音系資料と異なっているのではないかと思われる。
7.2．声母の相違点
　福州音と漳州音は共に閩方言に属している。中国語諸方言において閩方言は漢民族共通語との差が
最も大きな方言の一つである。「知母・徹母・澄母字の発音［t］・［t‘］」以外に、声母には幾つかの相
違点が次の〔表２〕のように挙げられる。
　〔表２〕について審母３等字「水」を例として説明していきたい。審母３等字「水」は『大清文典』
に「シユイ」、福州音系資料に「ツイ」で表記される。これは、即ち、「水」の声母・審三は『大清文典』
に「サ行」で表記されているのに対して福州音系資料では「タ行破擦音」である。加えて、『漢語方
音字彙』によると、審母３等字「水」の声母は今の厦門・潮州・福州においても無声歯茎破擦音［ts-］
である。そのため、福州音系資料では、「タ行破擦音」で「水」の声母・審三を表記したのである。
7.3．韻母の相違点
　〔表２〕は声母の相違点であるが、韻母の相違点は次の〔表３〕のようにまとめた。
　〔表３〕について虞韻合口３等字「句」を例として説明していきたい。虞韻合口３等字「句」は『大
清文典』に「キユイ」、漳州音系資料に「クウ」で表記される。これは、即ち、「句」の韻母・虞合三
は『大清文典』に「㋑ユイ」で表記されているのに対して漳州音系資料では「㋒ウ」である。加えて、
『漢語方音字彙』によると、虞韻合口３等字「句」の韻母は今の厦門・潮州においても［-u］である。
そのため、漳州音系資料では、「㋒ウ」で「句」の韻母・虞合三を表記したのである。
〔表２〕『大清文典』と閩方言資料との相違点（声母）
〔表２〕
大清文典 閩方言資料 閩方言の音声（『漢語方音字彙』より）
例 カナ 福州音系 漳州音系 厦門 潮州 福州 建甌
微 忘 ウワン（アヤワ行） 網マン（マ行） ［m-］ ［m-］白 ［m-］
審三 水 シユイ（サ行） ツイ（タ行破擦音） ［ts-］白 ［ts-］ ［ts-］
溪 魁 クワイ（カ行） 塊トイ（タ行破裂音） ［t-］俗 ［t-］俗 ［t-］俗
疑 月 イユヱ（アヤワ行） グヲツ（ガ行） ［g-］ ［g-］ ［ŋ-］ ［ŋ-］
來 涼 リヤン（ラ行） 両ヌン（ナ行）［n-］白 ［n-］白 ［n-］
日 ル―（ラ行） ニイ（ナ行） ［n-］俗 ［n-］ ［n-］
〔表３〕『大清文典』と閩方言資料との相違点（韻母）
〔表３〕
大清文典 閩方言資料 閩方言の音声（『漢語方音字彙』より）
例 カナ 福州音系 漳州音系 厦門 潮州 福州 建甌
元合三 遠 イユヱン（介音［-y-］） ワン（介音［-u-］）［-u-］文 ［-u-］文
虞合三 句 キユイ（㋑ユイ） クウ（㋒ウ） ［-u］ ［-u］
開二 八 パ（㋐） ペツ（㋓） ［-aiʔ］ ［-ai］
麻開三 夜 エ―（㋓） ヤア・ヤツ（㋐） ヤ（㋐） ［-a］ ［-a］ ［-a］ ［-a］
陌開二 白 ベ（㋓） パア（㋐） ［-aʔ］白 ［-a］白
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　こういう一連の相違からみると、『大清文典』の性格は福州音系資料・漳州音系資料と異なってい
るのではないかと考えられる。
８．杭州音系資料との類似点
　杭州音系資料と南京官話系資料との弁別については、５節で紹介したように有坂秀世（1938）・高
松政雄（1985）・岡島昭浩（1992）によった。本稿でも、それらの成果を参照しながら杭州音系資料
との類似点を考えていきたい。
　なお、６節で述べたように、『大清文典』と杭州音系資料との類似点は〔表１〕「分紐分韻表」でゴ
チックにしている。
8.1．声母の場合
（1）全濁声母（奉母・匣母を除く）
　通摂３等鍾韻開口邪母字「７訟」・止摂３等支韻A類合口邪母字「13隨」・止摂３等支韻A類合口禅三
母字「15睡」・止摂３等支韻B類合口群母字「16跪」・止摂３等之韻開口従母字「23字」・遇摂３等魚
韻開口床二母字「34助」・蟹摂１等泰韻開口定母字「45大」・臻摂３等文韻合口群母字「66郡」・臻摂
１等魂韻合口並母字「75笨」・山摂１等桓韻合口並母字「84盤」・効摂３等宵韻B類開口澄母字「90兆」・
仮摂２等麻韻開口澄母字「103茶」・梗摂３等庚韻開口並母字「122平」・梗摂２等陌韻開口並母字「124
白」・梗摂２等陌韻開口澄母字「125宅」・曾摂３等職韻開口澄母字「130直」・曾摂１等登韻開口並母
字「132朋」・曾摂１等徳韻開口定母字「137特」・流摂３等尤韻開口床二母字「141愁」・深摂３等緝韻
A類開口禅三母字「148十」は、全濁声母の例字である。
　「７訟」は、『大清文典』に「ゾン」、杭州音系資料の『四書唐音弁』の「浙江音」に「ヅヲン」、南
京官話系資料の『唐音雅俗類』・『唐語便用』・『唐訳便覧』・『四書唐音弁』の「南京音」に「ソン」ま
たは「ツヲン」で表記される。これは、即ち、「７訟」の声母・邪母は『大清文典』と杭州音系資料と
共に濁音カナ「ゾ」または「ヅ」で表記されているのに対して南京官話系資料では清音カナ「ソ」ま
たは「ツ」である。次の「13隨」・「15睡」・「16跪」・「23字」なども同じように考えられる。
　このように、これら全濁声母は、原則として『大清文典』と杭州音系資料に濁音カナ、南京官話系
資料に清音カナで表記されているのである。これについて、さらに以下の２点が考えられる。
　①この原因については、杭州音は中古全濁声母を体系的に保存しているのに対して南京官話は全濁
声母を清音化していたからである。
　②一方、濁点を積極的に施さなかったのではないかという可能性もある。周知のように、日本語の
清濁表記法は様々な歴史的過程を経て成立したものである。訓点資料であれ和文資料であれ、濁点を
積極的に施さないまま、それに対応する清音カナで表記する例は数多く存在している。つまり、表は
清音カナであるが、裏はそれに対応する濁音を表記している。
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　そこで、南京官話系資料は濁点を積極的に打つものなのか、それとも積極的に打たないものなのか
について検討していきたい。
　検討の手掛りは次濁・日母字とする。「人」・「日」・「若」などの次濁・日母字（［nʑ］＞［ʐ］）は次
の『唐音雅俗類』のように清音カナ「サ行」と濁音カナ「ザ行」で表記される。
　　清音カナ「サ行」　　人
シンウヱツピンツアツ
物駢雑（316頁）　　人
シンプツスウコン
不弛弓（347頁）
　　濁音カナ「ザ行」　　為
ヲイジンホヲンシユン
人温醇（306頁）　　褒
ハウジン
人（313頁）　　
　次濁・日母字（［nʑ］＞［ʐ］）を網羅的に調査すると、その傾向性は次の〔表４〕のようになって
いる。
　〔表４〕に示したように、「人」・「日」・「若」などの次濁・日母字（［nʑ］＞［ʐ］）は圧倒的に濁音
カナで表記される。これによって、南京官話系資料は濁点を積極的に打つものであることがわかった。
　南京官話系資料は濁点を積極的に打つものであった以上、②のように「濁点を積極的に施さなかっ
たのではないか」という疑いは解消され、①のように解釈できるのであろう。
　こういう全濁声母のカナ表記から見れば、『大清文典』は南京官話系資料と異なって杭州音系資料
に類似しているのではないかと思われる。
（2）全濁声母の奉母
　遇摂３等虞韻合口奉母字「35父」・宕摂３等陽韻合口奉母字「114房」は、全濁声母の奉母の用例で
ある。
　「35父」は『大清文典』に「ウー」、杭州音系資料に「ウヽ」、南京官話系資料の『唐音雅俗類』・『唐
語便用』・『唐訳便覧』・『四書唐音弁』の「南京音」に「フウ」で表記される。これは、即ち、「35父」
の声母・奉母は『大清文典』と杭州音系資料とともにアヤワ行で表記されるのに対して南京官話系資
料ではハ行である。「114房」も同じように考えられる。
　なぜかというと、奉母は杭州音で有声唇歯摩擦音［v-］、南京官話で無声唇歯摩擦音［f-］であった
と解釈されているからである。（筆者注：杭州音と南京官話の音価は趙元任（1928）とB. Karlgren（1915
～1926）より、以下同様）
　こういう奉母のカナ表記から見れば、『大清文典』は杭州音系資料に類似しているのではないかと
思われる。
〔表４〕南京官話系資料における日母字の清濁表記
〔表４〕 人 日 若 如 熱 任 擾 譲 その他 合計 割合
資料名 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁
雅俗 10 321 　 63 1 71 4 37 3 2 5 7 2 1 4 　 44 89 73 591 11% 89%
便用 16 219 10 155 7 53 14 87 4 　 　 5 1 4 4 2 36 90 92 615 13% 87%
便覧 13 263 1 111 6 78 7 60 9 8 　 1 　 1 6 　 41 25 83 547 13% 87%
四書（南） 　 1 　 1 　 1 　 1 　 1 　 1 　 1 1 　 8 21 9 28 24% 76%
略記（南） 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 16 2 17 11% 89%
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（3）全濁声母の匣母
　蟹摂１等泰韻合口匣母字「47會」・蟹摂２等皆韻合口匣母字「50懐」は全濁声母の匣母の用例である。
「47會」は『大清文典』に「ウヲイ」、杭州音系資料に「ヲイ」、南京官話系資料の『唐音雅俗類』・『唐
語便用』・『唐訳便覧』・『四書唐音弁』の「南京音」に「ホイ」で表記される。これは、即ち、「47會」
の声母・匣母は『大清文典』と杭州音系資料とともにアヤワ行で表記されるのに対して南京官話系資
料にはハ行で記される。「50懐」も同じように考えられる。
　なぜかというと、匣母は杭州音で有声声門摩擦音［ɦ-］、南京官話で無声軟口蓋摩擦音［x-］であっ
たと解釈されているからである。
　こういう匣母のカナ表記から見れば、『大清文典』は杭州音系資料に類似しているのではないかと
思われる。
8.2．韻母の場合
（1）止摂開口舌・歯音（破擦音に限って）
　止摂３等之韻開口従母字「23字」・止摂３等之韻開口穿三母字「24歯」は止摂開口舌・歯音（破擦
音に限って）の用例である。
　この２例の韻母について、次のように『大清文典』は杭州音系資料と共に「㋒ウ」で表記している
が、南京官話系資料はそれぞれ「㋒ウ」と「㋑イ」の両型を取っている。
　　　　　　　　　『大清文典』　　　杭州音系資料　　　　　　南京官話系資料
　　「23字」　　　　ヅウ　　　　　　ヅウ（ズウ）［zɿ］　　　　 ツウ［tsɿ］
　　「24歯」　　　　ツー　　　　　　ツウ［ts‘ɿ］　　　　　　 　チイ［tʂ‘ʅ］
　上に示したように、杭州音において「23字」と「24歯」の韻母は［-ɿ］であり、そり舌音化してい
ない。一方、南京官話において「23字」の韻母［-ɿ］はそり舌化していないが、「24歯」の韻母［- ʅ］
はそり舌音化していた。そのため、杭州音系資料は一型、南京官話系資料は両型を取ったのである。
　こういうことから見れば、『大清文典』は杭州音系資料に類似しているのではないかと思われる。
（2）薬韻
　宕摂３等薬韻開口日母字「116若」は薬韻の用例である。
　「116若」は『大清文典』に「ヂヤ」、杭州音系資料に「ジャ」または「ジャッ」、南京官話系資料に
「ジョッ」で表記される。これは、即ち、「116若」の韻母・薬韻は『大清文典』と杭州音系資料と共
に「㋑ヤ（ツ）」で表記されるのに対して南京官話系資料では「㋑ヨツ」である。なぜかというと、
薬韻は杭州音で［-a］、南京官話で［-o］であったと解釈されているのである。
　こういうことから見れば、『大清文典』は杭州音系資料に類似しているのではないかと思われる。
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8.3．個別的なの類似点
　以上の類似点は体系的なものであるが、次のように個別的な類似点もある。
（1）入声韻尾
　通摂３等燭韻開口疑母字「９玉」、臻摂３等質韻Ａ類開口見母字「63吉」、臻摂３等物韻合口微母字
「67物」、臻摂３等月韻合口疑母字「73月」、臻摂３等月韻合口喩三字「74越」、山摂２等 韻開口幇母
字「87八」、宕摂３等薬韻開口日母字「116若」、梗摂２等陌韻開口並母字「124白」、梗摂２等陌韻開
口澄母字「125宅」・梗摂２等麥韻開口見母字「127隔」・曽摂３等職韻開口澄母字「130直」・曽摂３等
職韻開口審二字「131色」・曽摂１等德韻開口明母字「135墨」・曽摂１等德韻開口端母字「136得」・曽
摂１等德韻開口定母字「137特」・曽摂１等德韻開口溪母字「138克」・曽摂１等德韻開口暁母字「139黒」・
曽摂１等德韻開口来母字「140勒」・深摂３等緝韻開Ａ類口禅三字「148十」・咸摂２等狎韻開口影母字
「154鴨」・咸摂２等乏韻開口非母字「155法」は、入声韻である。
　「９玉」は『大清文典』に「ヨ」、杭州音系資料の『唐話纂要』『唐話為文箋』『忠義水滸伝解』に「ヨ」、
南京官話系資料の『唐音雅俗類』・『唐語便用』・『唐訳便覧』・『四書唐音弁』の「南京音」に「ヨツ」
で表記される。これは、即ち、「９玉」の入声韻尾は『大清文典』と杭州音系資料の『唐話纂要』『唐
話為文箋』『忠義水滸伝解』と共に無表記であるのに対して、南京官話系資料に「－ツ」で表記される。
次の「63吉」・「67物」・「73月」・「74越」なども同じように考えられる。
　このように、入声韻の韻尾表記について、『大清文典』は「杭州音系資料」の『唐話纂要』・『唐話
為文箋』・『忠義水滸伝解』と同じく無表記を取っている。
　こういう入声韻尾の表記から見れば、『大清文典』は杭州音系資料に類似しているのではないかと
思われる。
（2）通摂１等東韻開口影母字「4甕」
　「４甕」について、『大清文典』は杭州音系資料の『唐話纂要』と同じく「ウヲン」で表記している。
（3）止摂３等支韻Ａ類合口穿三母字「14吹」
　「14吹」について、『大清文典』は杭州音系資料の『唐話纂要』・『唐話為文箋』と同じく「チユイ」
で表記している。
（4）止摂３等脂韻B類合口審三母字「20水」
　「20水」について、『大清文典』は杭州音系資料の『四書唐音弁』の「浙江音」と同じく「シユイ」
で表記している。
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（5）止摂３等脂B類韻合口見母字「21愧」
　「21愧」について、『大清文典』は杭州音系資料と同じく「グイ」で表記している。
９．頴川重寛の中国語音
　ここまで頴川重寛の中国語音を記録した『大清文典』の中国語カナ表記を検討していた。
　まず、『大清文典』の155例を中古音系の枠組みに投影し、分紐分韻表で４種類12本の近世訳官系唐
音資料を比較した。
　次に、「知母・徹母・澄母字の発音［t］・［t‘］」という点などによって、『大清文典』は福州音系資料・
漳州音系資料と異なっていることがわかった。（７節）
　それから、杭州音系資料と南京音系資料に注目して考察を行なった。一連の類似点を列挙すること
によって、『大清文典』は杭州音系資料に近いことが分かった。（８節）
　最後に、表記上で『大清文典』は杭州音系資料に近いので、頴川重寛の使う中国語音は杭州音であっ
た蓋然性が高いのではないかと思われる。
10．明治初期の中国語教育の再検討
　１節で述べたように、何盛三（1935）や安藤彦太郎（1958）などによると、明治初期の中国語教育
は頴川重寛たちによって進められ、唐通事時代の南京官話が教育されたとされる。しかし、本稿で明
らかなように、頴川重寛の使う中国語音は南京官話ではなく恐らく杭州音である。なぜ筆者の明らか
にした事実が先行研究の何盛三（1935）や安藤彦太郎（1958）などと食い違っているかは非常に重要
で興味深い問題であると考えられる。これを今後の課題として別稿に譲りたいが、今回では次の３点
から検討していきたい。
（1）唐通事と同時代の資料の記述
　唐通事の発端について、『訳司統譜』には
　　慶長八卯年小笠原一菴様御在勤之節馮六ト申唐人ニ始テ唐通事役被
とある。「慶長八卯年」（1603）はちょうど江戸時代の始まりである。江戸時代の資料には唐通事の中
国語について次のような記述がある。
　 （イ）文雄『三音正譌』：華音者俗所謂唐音也。其音多品。今長崎舌人家所レ學有二官話杭州福州
漳州不一レ同。（筆者注：有坂秀世1938より）
　 （ロ）本居宣長『漢字三音考』：南京杭州ナドノ音ヲ以テ正シトスル也。
　 （ハ）新井白石『東音譜』：東音即此間方言今所用字皆取舊事本紀古事記日本書紀等所用而與本
音相近者杭泉漳福各州音並係長崎港市舶務都通事所填者
東音ハ即チ此間ノ方言ナリ、今、用フル所ノ字ハ皆、『舊事本紀』『古事記』『日本書紀』
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等ヨリ取リテ用ル所ニシテ、本音ト相ヒ近キ者ハ、杭・泉・漳・福ノ各州ノ音、並ビニ長
崎港市舶務都通事ニ係リ填フ所者ナリ、（筆者注：書き下し文は筆者）
　 （ニ）ケンペル（Engelbert. Kaempfer）『日本人種起源』：彼にはその三大用地によりて南
ナンキン
京語
Nankin・漳
チヤクチユー
州語Tsjaktsju・福
フオクチユー
州語Foktsjuありて。
　 （ホ）西川如見『増補華夷通商考』：唐韻ニハ南京福州漳州等ノ不同有テ
　（イ）～（ホ）のように、杭州音は文雄『三音正譌』・本居宣長『漢字三音考』や新井白石『東音譜』
に明瞭に提示されている。しかし、ケンペル（Engelbert. Kaempfer）『ケンプェル江戸參府紀行』と
西川如見『華夷通商考』に杭州音は認められない。
　そして、『通航一覧』（147巻）の「長崎覚書」では寛文年間（1661―1672）の唐大小通事について
次のように述べている。
　　唐大通事四人　　　　　　　　　　唐小通事四人
　　頴川藤左衛門　　　　　　　　　　頴川藤右衛門　　　　漳州口
　　彭城仁左衛門　　　　　　　　　　林甚吉、林道栄　　　福州口
　　柳屋次左衛門、陽惣右衛門　　　　東海徳左衛門　　　　南京口
　六角恒広（1988）に書かれた「唐通事の唐話には南京口・福州口・漳州口の三方言があった」とい
うのは、恐らくこの「漳州口」・「福州口」・「南京口」を証拠にしているのではないかと考えられる。
（2）南京官話と杭州音との関係
　先ほど述べたように、唐通事の最上限は慶長8年（1603）に遡れる。1603年は中国の明末清初である。
魯国堯（1985）・楊福綿（1995）・曽暁渝（1991）・張衛東（1998）などによると、明末清初の中国語
の標準語的な言葉は「官話」と言われ、この「官話」は南京音を基礎方言とするものとされる。それ
で、南京官話は即ち、南京音を基礎方言とする明末清初の中国語の標準語的な言葉なのである。
　因みに、「官話」はそもそも「官界や上流社会に用いられていた標準語・公用語」という意味である。
現在では「官話方言」の言い方があり、いわゆる「北方方言」である。こういう視点からみると、「官
話」は社会言語学的な意味と方言学的な意味の両方を持っている。
　一方、杭州音に関しては『現代漢語方言』や『杭州方言詞典』などに記述される。『現代漢語方言』
は次のように述べている。
南宋は都を杭州（臨安）に置いたので，その150年（A.D.1128～1276）の間に，北方の中州の影
響が，呉方言区であった杭州にじわじわと波及し，現在の杭州話には，官話の影響による色彩が
かなり反映されていて，典型的な呉語からは区別されている。
　これによって、杭州音は呉方言の一系統であるが官話方言にかなり影響されていたことがわかった。
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（3）近世訳官系唐音資料に反映された南京官話と杭州音
　近世訳官系唐音資料は、日本側が南京官話と杭州音の異同をどのように認識しているかを反映して
いる。有坂秀世（1938）・高松政雄（1985）・岡島昭浩（1992）などは、これについて記述している。
例えば、有坂秀世（1938）は杭州音について次のように述べている。
その言語（筆者注：杭州音）は官話に類似してゐるが、古の濁点をよく保存してゐる點を顯著な
特色とする。（筆者注：中略）杭州語は、現代に於ても、なほ濁音をよく保存して居り、且、音
に於ても基礎的語彙に於ても、呉方言中最も官話に近いものである。
　これによって、近世訳官系唐音資料に反映された杭州音は南京官話に類似していて、主として全濁
声母の清音化という点で区別されていることがわかった。
　上の（1）・（2）・（3）をまとめてみると、次のとおりである。
　①杭州音は唐通事と同時代の資料に認められないこともある。こういう認識は先行研究の何盛三
（1935）や安藤彦太郎（1958）などに継承されている可能性があるのではないかと考えられる。
　②杭州音は官話方言にかなり影響され、呉方言の中で最も官話方言に近い言語なので、南京官話の
下位分類と見做された恐れがあるのではないかと考えられる。
11．結論
　本稿は頴川重寛の中国語音を記録した語学資料に直接あたって頴川重寛の教授した中国語音を検討
したものである。
　頴川重寛の中国語音はカタカナ表記の形式で『大清文典』という明治初期の中国語文法書に記録さ
れる。本稿では、このカタカナ表記を中国語カナ表記と称した。この中国語カナ表記と4種類12本の
近世訳官系唐音資料を比較することによって、頴川重寛の使う中国語音は杭州音であった蓋然性が高
いのではないかと思われる。
　ところで、何盛三（1935）や安藤彦太郎（1958）などによると、明治初期の中国語教育は頴川重寛
たちによって進められ、唐通事時代の南京官話が教育されたとされる。然しながら、それは筆者の明
らかにした事実（頴川重寛の使う中国語音は杭州音）と食い違っている。
　10節のように検討することによって、先行研究の何盛三（1935）や安藤彦太郎（1958）などは杭州
音を認めない可能性があるのではないかと考えられる。
　杭州音は幾ら官話方言に類似しても、全濁声母を体系的に保存するという点で呉方言の一系統であ
るという事実は変えられない。そして、日本側の近世訳官系唐音資料には杭州音を反映する実例があ
る。そのため、本稿は先行研究の何盛三（1935）や安藤彦太郎（1958）などと異なり、杭州音を認め、
明治初期の中国語教育は唐通事時代の杭州音が教授されたのではないかと主張したい。
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〔表１〕分紐分韻表
〔表１〕分紐分韻表 大清文典 杭州音系 南京官話系 福州音系 漳州音系
摂 韻母 声母 例 カナ 纂要 文箋 忠義 四書（浙） 雅俗 便用 便覧 四書（南）略記（南）略記（福）長崎（福）長崎（漳）
通
東開一
端 1東 トン トン トン トン トン トン トン トン トン トヲン トヲン
見 2工 コン コン 攻コン コン コン コン コン コン コン
溪 3孔 コン コン コン コン コン 空コン コン コン コン コン コン
影 4甕 ウヲン 翁ウヲン ホン ヱン ウエン
東開三
非 5風 フホン フヲン フヲン フヲン フヲン フヲン フヲン フヲン フヲン
知 6中 チヨン チヨン チヨン チヨン チヨン チヨン チヨン チヨン チヨン チヨン テヨン
鍾開三
邪 7訟 ゾン ヅヲン ソン 誦ソン 誦ソン ツヲン
見 8供 コン コン コン コン コン コン コン コン コン
燭開三 疑 9玉 ヨ ヨ ヨ ヨ ヨツ ヨツ ヨツ ヨツ ヨツ
止
支A開三 喩四 10移 イー イヽ イ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ
支B開三
群 11騎 キー キイ キイ キイ キイ キイ 奇キイ 奇キイ
影 12倚 イー イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ
支A合三
邪 13隨 ズイ ヅイ ヅイ ズイ ツイ スイ スイ スイ スイ
穿三 14吹 チユイ チユイ チユイ ツイ ツイ ツイ
禅三 15睡 ズユイ ジユイ ジユイ 垂ヅイ スイ スイ スイ 垂スイ
支B合三 群 16跪 グイ グイ グイ
脂A開三
定 17地 テ。イ デイ デイ デリイ デイ テイ テイ テイ テイ テイ デイ
心 18四 スー スウ スウ スウ スウ スウ スウ スウ スウ
日 19贰 ルー ルウ ルウ ルウ ルウ ルウ ルウ ルウ ルウ ルウ ニイ
脂B合三
審三 20水 シユイ スイ スイ スイ シユイ スイ スイ スイ スイ スイ ツイ
見 21愧 グイ グイ グイ グイ グイ クイ クイ クイ クイ 龜クイ 龜クイ
喩三 22位 ヲイ ヲイ ヲイ ヲイ ヲイ ヲイ ヲイ ヲイ
之開三
從 23字 ヅウ ヅウ ヅウ ズウ ヅウ ツウ ツウ ツウ ツウ ツウ ヂイ
穿三 24歯 ツー ツウ ツウ ツウ ツウ チイ チイ チイ チイ
審三 25詩 スウ スウ スウ スウ スウ スウ スウ スウ
見 26記 キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ キ
影 27意 イー イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ
微開三
見 28幾 キー キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ 機キイ 機キイ
溪 29気 キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ キイ
影 30依 イー イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ イヽ 衣イヽ 衣イヽ
曉 31希 ヒイ ヒイ 稀ヒイ ヒイ ヒイ ヒイ ヒイ ヒイ
微合三
非 32飛 フイ フイ フイ ヒフイ フイ フイ フイ フイ フイ
見 33歸 クイ クイ クイ 鬼クイ クイ クイ クイ クイ クイ
遇
魚開三 床二 34助 ヅウ ヅヲヽ ヅヲヽ ヅヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ
虞合三
奉 35父 ウー ウヽ ウヽ ウヽ ウヽ フウ フウ フウ フウ フ
見 36句 キユイ 拘キユイ 拘キユイ キユイ キユイ 拘キユイ 拘キユイ キユイ クウ
模開一
幫 37布 プウ プウ フウ フウ プウ プウ プウ プウ プウ プウ プウ
透 38吐 ツ。ウ トウ 兔トウ 兔トウ トウ トウ トウ 兔トウ 土ト 土ト。ヲ
精 39祖 ツウ ツヲヽ ツヲヽ 做ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ
從 40粗 ツウ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ 徂ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲヽ ツヲ ツウ
見 41古 クウ クウ クウ クウ クウ クウ クウ クウ クウ クウ クウ 固クウ
溪 42枯 クウ クウ クウ クウ 庫クウ クウ クウ クウ 庫クウ
蟹
祭A開三 審三 43世 スウ シイ シイ スウ スウ シイ シイ シイ シイ スウ スエ
祭A合三 照三 44贅 ツイ ツイ ツイ ツイ
泰開一
定 45大 ダー ダアヽ ダアヽ ダア ダアヽ タアヽ タアヽ タアヽ タアヽ タア トウイ トツ
匣 46害 アイ ハイ ハイ ハイ ハイ ハイ ハイ ハイ ハイ
泰合一 匣 47會 ウヲイ ヲイ ヲイ ヲイ ヲイ ホイ ホイ ホイ ホイ
皆開二 見 48界 キヤイ キヤイ 街キヤイ 芥カイ 皆キヤイ キヤイ キヤイ キヤイ 皆キヤイ キヤイ カイ
皆合二
見 49怪 クワイ クハイ クハイ クワイ クハイ クハイ クハイ クハイ クハイ
匣 50懐 ウワイ ワイ ワイ ワイ ワイ ハイ ハイ ハイ ハイ
夬合二 溪 51快 クワイ クハイ クハイ クハイ クハイ クハイ クハイ クハイ クハイ
灰合一
幫 52背 ポイ ポイ 盃ポイ ポイ ポイ ポイ ポイ ホイ ポイ
滂 53配 ポイ ポイ ポイ パイ ポイ ポイ ポイ ポイ
泥 54内 ヌイ ヌイ ヌイ ヌイ ヌイ ヌイ ヌイ ヌイ ヌイ
溪 55魁 クワイ 塊クイ 塊クイ クイ 塊クハイ 塊クハイ 塊クハイ クイ 塊クワイ 塊トイ
曉 56灰 ホイ ホイ 悔ホイ ホイ 悔ホイ 悔ホイ 悔ホイ ホイ 悔ホイ ホウ ホイ
咍開一
定 57代 タイ 怠ダイ 待ダイ タイ ダイ タイ タイ タイ タイ タイ タアイ
泥 58乃 ナイ ナイ 耐ナイ ナイ ナイ ナイ ナイ ナイ ナイ
見 59該 カイ カイ カイ カイ 改カイ カイ カイ カイ 改カイ
溪 60開 カイ カイ カイ カイ カイ カイ カイ カイ カイ
影 61愛 アイ アイ アイ アイ アイ アイ アイ アイ
臻
真A開三 影 62印 イン 因イン 因イン イン 因イン イン 因イン イン 因イン イン イン 因エン
質A開三 見 63吉 キ キ キ キ キツ キツ キツ キツ キイ キツ
諄合三 日 64閏 ジユイン 潤ジユン 潤シン 潤シユン 潤シユン 潤ジユン
文合三
非 65分 フエン フン フエン フン フン フン フン フン フン 粉フン フヲン
群 66郡 ギユイン 裙ギユン 群ギユン 群キユン キユン 群キユン 裙キイン クヲン
物合三 微 67物 ウヱ ウヱ ウエ ウヱ ウヱツ ウヱツ ウヱツ ウヱツ ウヱツ
元合三
微 68萬 ウワン ワン ワン ワン ワン ワン ワン ワン ワン ワン ウワン
影
69怨 イユヱン ヱユン エユン エン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン
70冤 イユヱン ヱユン エユン エン ヱユン ヱユン ヱユン
喩三
71園 イユヱン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン
72遠 イユヱン ヱユン エユン エン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン ヱユン ワン
月合三
疑 73月 イユヱ エ エ エ ヱツ ヱツ ヱツ ヱツ ヱツ ヱ グヲツ
喩三 74越 イユヱ ヱ エ エ ユヱツ ヱツ ヱツ ヱツ ユヱツ
魂合一
並 75笨 ベエン 盆ベエン 盆ベエン 盆ベヱン 盆ペヱン 盆ベヱン
端 76頓 トヱン トン 敦トヲン トヲン トヲン トヲン 敦トヲン
心 77孫 スヱン ソヲン ソヲン ソヲン ソヲン スヲン ソヲン ソヲン
痕開一
見 78根 ケ。ン ケ。ン ケン ケン ケン ケン ケン ケン キイン ケヱン
影 79恩 ヱ。ン ヱヘン エヘン ヱユン ヱヘン ヱヘン ヱヘン ヱユン エン
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〔表１〕分紐分韻表 大清文典 杭州音系 南京官話系 福州音系 漳州音系
摂 韻母 声母 例 カナ 纂要 文箋 忠義 四書（浙） 雅俗 便用 便覧 四書（南）略記（南）略記（福）長崎（福）長崎（漳）
山
寒開一
見 80榦 カン カン カン カン カン カン カン カン カン カン カアン カン
溪 81看 カン カン カン カン 侃カン カン カン カン 侃カン カン
匣 82汗 アン ハアン ハアン 旱ハアン ハン ハン ハン 旱ハアン 寒ハアン ハアン 寒クワ
桓合一
幫 83半 パン パン パン パン パアン パン パン パン プワン プワン
並 84盤 バアン バアン バアン バン バアン パアン パアン パアン パアン ハアン フワン
見 85冠 クワン クハン カハン 管クハン クハン ケウ 管クハン 管クハン クハン 官クワン 官クワン
山開二 審二 86山 スアン シヤン シヤン サン シヤン サン サン サン サン サン サン
開二 幫 87八 パ パ パ パ ハツ パツ パツ パツ ハツ パア ペツ
薛A開三 來 88烈 レ レツ レツ レツ レツ レツ
效
宵A開三 影 89要 ヤウ ヤウ ヤウ ヤウ ヤウ ヤウ ヤウ ヤウ ヤウ
宵B開三 澄 90兆 ヂヤウ ヂヤウ チヤウ 趙チヤウ ヂヤウ チヤウ 朝チヤウ チヤウ 潮チヤウ 潮テヤウ
肴開二 滂 91炮 パウ 砲パウ 砲パウ 泡パウ 砲パウ 砲パウ 泡パウ 泡パウ
豪開一
透 92套 タウ タウ タウ タウ 滔タウ タウ タウ 滔タウ タウ タフ
精 93早 ツアウ サ。ウ サ。ウ ツアウ 蚤サ。ウ サ。ウ サ。ウ サ。ウ 蚤サ。ウ
見
94高 カウ カウ カウ カウ カウ カウ カウ カウ カウ
95羔 カウ カウ カウ カウ カウ
溪 96靠 カウ カウ カウ カウ カウ
影
97奥 アウ 懊アウ 懊アウ アウ ハウ 懊ハウ アウ
98襖 アウ
曉 99好 ハウ ハウ ハウ ハウ ハウ ハウ ハウ ハウ ハウ
果
歌開一 透 100他 ター タアヽ タアヽ タア タアヽ タアヽ タアヽ タアヽ タアヽ
戈合一 滂 101破 ポー ポウ ポウ パウ ポウ ポウ ポウ ポウ ポウ
仮
麻開二
滂 102怕 パー パアヽ パアヽ パ パアヽ パアヽ パアヽ
澄 103茶 ザア ヅアヽ ヅアヽ ザア ツアヽ ツアヽ ツアヽ ツア タア
審二 104沙 サア サアヽ サアヽ サア サアヽ サアヽ 紗サア サア
疑 105衙 ヤー 牙ヤアヽ 雅ヤアヽ ヤア 牙ヤアヽ 雅ヤアヽ 雅ヤアヽ ヤアヽ 牙ヤアヽ 牙ガア ゲヱ
麻開三
床三 106蛇 シヱー ぜヱヽ ぜエ ジエヽ セヱヽ セヱヽ 射セヱヽ セヱヽ セヱヽ スヱ シヤウ
心 107寫 スエー スヱヽ スエヽ シエヽ スヱイ スヱイ スヱヽ
喩四 108也 イエー ヱヽ エヽ ヱヽ ヱヽ ヱヽ ヱヽ ヱヽ
109夜 エー ヱヽ ヱヽ エヽ ヱヽ ヱヽ ヱヽ ヱヽ ヱヽ エヽ ヤア ヤツ ヤ
麻合二
疑 110瓦 ウアー ワアヽ ワアヽ ワア ワアヽ ワアヽ
匣 111華 ウアイ ハアヽ ハアヽ ワア ハアヽ ハアヽ ハアヽ ハアヽ ハアヽ
宕
陽開三
來 112涼 リヤン リヤン リヤン 亮リヤン リヤン リヤン リヤン リヤン リヤン 両ヌン
日 113譲 ジヤン ジヤン ジヤン ジヤン シヤン ジヤン シヤン シヤン
陽合三
奉 114房 ウワン ワン ワン ワン ハン ハン ハン 魴フワン 魴ハン
微 115忘 ウワン ワン ワン 望ワン ワン ワン ワン ワン ワン 網ワン 網マン
薬開三 日 116若 ヂヤ ジヤ ジヤ ジヤ ジヤツ ジヨツ ジヨツ ジヨツ ジヨツ
唐開一
端 117當 タン タン タン タン タン タン タン タン タン
心 118喪 サン サン サン サン サン サン
見 119缸 カン カン カン 罡カン 剛カン 岡カン 鋼カン 剛カン 剛カン 剛カン 剛コン
疑 120昂 ガアン
梗
庚開二 見 121更 ケ。ン ケ。ン ケン ケン ケン ケン ケン ケン ケン 梗キイン 梗ケン
庚開三
並 122平 ビン ビン ビン ビン ビン ピン ピン ピン ピン
審二 123省 セン スヱン スエン スヱン スヱン スヱン スヱン
陌開二
並 124白 べ ベ ベ ベ ベツ ペツ ペツ ペツ ペツ ペヱ パア
澄 125宅 ヅエ ツヱ 擇ツエ ゼ ヅヱツ ツヱツ 擇ツヱツ 擇ツヱツ ツヱツ 澤テ 澤テク
耕開二 疑 126硬 ゲエン ゲヱン ゲエン ゲハン ケン ヘン ケン
麥開二 見 127隔 クヱ ケ ケ ケ ケツ ケツ ケツ ケツ ケツ
清開三 精 128精 ツイン ツイン ツイン ツイン ツイン ツイン ツイン ツイン 晶チイン 晶チイン
青開四 端 129丁 テ。イン テイン テイン 頂テリン テイン 頂テイン 酊テイン 酊テイン テイン テイン チヱン
曾
職開三
澄 130直 ヂ ヂ ヂ ヂ ヂツ チツ チツ チツ チツ
審二 131色 スエ スヱ スエ スヱ スヱツ スヱツ スヱツ スヱツ スヱツ スヱ セク
登開一
並 132朋 ボン ボン ボン ボン ポン ポン ポン ポン
溪 133肯 ケ。ヱン ケ。ン ケ。ン ケハン ケヱン ケン ケン ケン ケヱン
匣 134恒 エ。ン ヘン ヘン
德開一
明 135墨 メ モ。 モ。 モ 墨モ。ツ モ。ツ モツ 黙モツ モ。ウ
端 136得 テ テ テ テ テヱツ テツ テツ テツ テヱツ テツ テエル
定 137特 デ デ デ デ テツ テツ テツ
溪 138克 クヱ ケ ケ。 ケツ ケツ 刻ケツ ケツ ケツ
曉 139黒 へ ペ ヘエ ヘ ヘツ ヘツ ヘツ
來 140勒 レ レ レ レ レツ レツ
流
尤開三
床二 141愁 ヂイウ ヅヱウ ヅエウ ツヱウ ツヱウ ツヱウ
審二 142痩 スエウ スヱウ スヱウ 漱スヱウ スヱウ
喩三 143又 ユウ ユウ 有ユウ ユウ ユウ ユウ ユウ ユウ ユウ 有ユウ 有ユウ
侯開一
端 144斗 テウ テウ テウ テウ テウ テウ テウ テウ テウ
溪 145口 ケエウ ケウ ケウ ケウ ケウ ケウ ケウ ケウ ケウ ケウ ケウ
影 146漚 ヱ。ウ 嘔エウ 歐ヘヱウ 殴ヱへウ 嘔ヱヘウ 嘔ヱヘウ 歐ヘヱウ
匣 147厚 エウ ヘウ ヘウ 後へウ ヘウ ヘウ ヘウ ヘウ ヘウ 候ヘウ
深 緝A開三 禅三 148十 ジ ジ ジ ジ シツ シツ シツ シツ シツ
咸
覃開一
泥 149男 ナン ナン 南ナン ナン ナン ナン ナン ナン ナン 南ナン 南ナアン
影 150暗 アン アン アン アン アン アン アン アン アン アン アン
鹽A開三 影 151厭 イエン ヱン エン ヱン ヱン ヱン ヱン ヱン
添開四 端 152點 テ。エン テン テン テン テン テン テン テン テン
咸開二 知 153站 ザン ツアン サ。ン サ。ン
狎開二 影 154鴨 ア ヤ ヤ 壓ヤ 壓ヤツ 壓ヤツ 壓ヤツ
乏合三 非 155法 フア ハ ハ ハツ ハツ ハツ ハツ ハツ
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